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　　主　　題（2018 ／ 2019）
国 際 会 長　　「私たちは変えられる」　
アジア太平洋地域会長　　「アクション！」　
西 日 本 区 理 事　　「未来に残すべきものを守り育てる」
中 部 部 長　　「ワイズ総活躍中部」
名古屋クラブ会長　　「クラブライフで平和を広めよう」

2018 〜 2019　5 月号　(No865）

在　　籍	 18 名

第 1例会	 10 名

　　メネット	 1 名

ゲスト・ビジター 	 4 名

第 2例会	 8 名

　　メネット	 0 名

　　ゲスト	 0 名

メーキャップ	 0 名

出席率	 66.6%

4 月クラブ出席 B　　　F

切手	 198pt

現金	 0pt

小計	 198pt

切手	 716pt

現金	18500pt

合計	19216pt

4
　
月

累
計
（
7
〜
4
月
）

小　尾	 　

川　口	 ○

川　本	 ◎

河　部	 ◎

木　本	 　

久保田	 ◎

塩　田	 ◎

鈴木（貞）	 　

鈴木（学）	

相　馬	 ◎

谷　川	 　

中　村	 ○

西　村	 ○

平　野	 ○

広　瀬	 ◦

深　谷	 ◎

義　井	 　

渡　辺	 ◦

4　月　　個　人　出　席

第　2　例　会
と　き︰ 2019 年 5月 21日㈫ 7:00p.m. 〜 8:00p.m.
ところ：名古屋YMCA
プログラム：下半期プログラム　　その他

　最近テレビを見る時間が無くなった。とても忙しいわけでは

ない。車での移動中に時計代わりに何気なくつけている。子ど

ものころ何時間テレビを見ていますか？という質問が何度か

あった。今、テレビよりパソコンに向かっている時間が多い。

そのような短い時間のテレビ視聴で、何か違和感を感じること

がある。何に違和感を感じているのか自分でも分からない。分

からないから余計モヤモヤして気持ちが悪い。原因が何だろ

う？と注意してテレビを見た。あった！　これだ！　あるテレ

ビ番組のお天気コーナーで気象予報士が「続いて天気概況をお

伝えしたいと思います」と言った。これだった。この予報士「お

伝えしたいと思います」と言いながら必ず伝える。するのなら

「お伝えします」でいいのではないか。

　「お伝えしたいと思う」と言われると、するのか？しないの

か？と考えてしまう。原因が判明すると余計に気になってしま

う。丁寧な言葉のようで意味不明なことが多い。はっきり意思

表示して貰いたい。丁寧と言えば、先日「召し上がってください」

の「召し上がる」という言葉が一瞬出てこず、食べてください

と言いそうになった。頭の中で違うぞ！違うぞ！と考えて「召

し上がる」の言葉が出てきた。普段から尊敬語、謙譲語、丁寧語、

をあまり使わず上品な会話をしていないようで、綺麗な日本語

が使えていない。ＹＭＣＡに諸外国から日本語を学びに来てい

る学生にも又、息子たちにも模範となる綺麗な言葉を使いたい。

「○○したいと思う」
平　野　実　郎

会　　長　深谷　聡

副 会 長　平野　実郎

書 　 記　鈴木（貞）　川本　

会　　計　川口　塩田　
ブリテン　平野　久保田　

5 月例会プログラム

と　き：2019年 5月 14日㈫ 7:00p.m. ～ 8:30p.m.

ところ：名古屋YMCA

	 司　会	 小尾　雅彦君

開会宣言	 会　長	 深谷　　聡君

ワイズソング	 	

聖書朗読・祈祷	 	 川本　龍資君

食事	 	

プログラム

　　　　　名古屋クラブ将来構想を語る会

ハッピーバースディ	 	

ドライバースピーチ	 	 久保田　啓君

ＹＭＣＡの歌	 	

閉会宣言	 会　長	 深谷　　聡君

6月号　原稿担当者
巻頭言　鈴木学君　　　5月第一例会レポート　広瀬謙一君

第一例会（4/13）　　ゲスト　加藤崇根さん
　　　　　　　　　メネット　西村
　　　　　　　　　コメット　�塩田浩さん、相馬朋子さん、　

平野智大君



(2)

■■■  第 1 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き　　２０１9年 4月１3日（火）

ところ　　トヨタ産業技術記念館

　4月第一例会は、トヨタ産業技術記念館にてガイドツアー

とトヨタ自動車ＯＢ赤松氏の講演であった。トヨタ産業技術

記念館は、トヨタグループ創業者の豊田佐吉の生誕 100 年

を記念して1994年グループ発祥の地である旧豊田紡織本社

工場跡に設立され、繊維機械館と自動車館から成る。繊維機

械館では、綿から糸を紡ぐ作業の実演、糸から布を織る織機

について人力織機と自動織機の実演を見学。綿から種の取り

出し、ほぐして繊維の方向を揃えて、引き延ばし、よりをか

け、巻き付ける作業は、綿から糸ができていく過程を手で触っ

て確かめることができて面白かった。自動車館では、創業期

のエンジン試作から、ロボットによる組み立てライン、ハイ

ブリット車、燃料電池車ミライまでが展示されている。両館

のガイドツアーで「研究と創造によるものづくりの精神」を

みることができた。

　午後は、トヨタ自動車ＯＢで新技術の開発に携わってこら

れた赤松氏による講演「自動車技術の動向」。燃料電池（ＦＣ）

車の実用化では、日本は世界に先駆けて実証テストを実施し

たが、現在はヨーロッパでは燃料電池そのものを世界中に広

めようとしており、ドイツのトラムやロンドン警察のバイク

での使用、中国では広東省で水素燃料電池車モデル路線の推

進など、他国で進んでいるとのこと。現時点では、電気自動

車は大型の燃料電池を積むと車体が重くなり負荷がかかるこ

とから近距離に、そして水素燃料電池車は水素ステーション

が必要なことから路線が決まっているバスなどが実用的との

こと。

　午前にはモノづくりの歴史を、午後には今後を考える非常

に良い企画でした。

　楽しくガイドいただいた加藤様、わかりやすく講演いただ

いた赤松様、そしてこの例会の企画とお世話をいただいた塩

田メン、ありとうございました。� （川口　恵）

■■■  第 2 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き：2019 年 4月 16日（火）19：00～ 20:00
ところ：名古屋ＹＭＣＡ５Ｆ

１．第一例会予定（５月～６月）の件
　　1-1. ５月度（５月１４日（火））
　　　　�「名古屋クラブ将来構想を語る例会（ワイワイと）」・・・

会員増強への取組み
　　1-2. ６月度（６月１１日（火））
　　　　�「2018-19 年度の評価・反省会」・・・年度を振り返り、

来期につなげる。
　　
２．ワイズイベント（行事）の確認
　　2-1.　�熱海グローリー・和歌山紀の川クラブとのＤＢＣ交流

会
　　　・４月２４日（水）15：30～　於：ＫＫＲホテル熱海
　　　　出席：河部、塩田、相馬、谷川、深谷、義井（６名：敬称略）
　　　　※�２クラブへの手土産手配は深谷会長、支出は経常会

計より
　　2-2.　�とやまワイズメンズクラブ　国際協会加盟認証状伝達

式（チャーターナイト）

　　　・５月１１日（土）16：00～　於：とやま自遊館
　　　　出席：�深谷、川口、河部、川本、塩田、相馬、谷川、　西村、

義井、渡辺（１０名：敬称略）
　　　　　　※�往路の配車は事前連絡済（出発時間等は各自打

合せ下さい）
　　2-3.　恒例ＣＳ事業「潮干狩り」
　　　・５月１８日（土）�南山寮の子どもたち１５名程を招待。

昼食（カレー）を用意する。
　　　・詳細並びに出席者については、５月第一例会にて決定する。
　　2-4.　�西日本区大会（6/22-23）、アジア太平洋地域大会

（7/19-21）：事前に案内済み

３．５月第一例会（5/14）について
　　 3-1.　�期首予定「ワイズ勉強会」のテーマを決定すべく協

議を行った結果、現在の名古屋クラブの状況を鑑み
「いかに会員数を増やすか？」を主題にメンバー全員
で意見交換を実施する時：「名古屋クラブ将来構想を
語る例会（ワイワイと）」に決定した。

（川本龍資）
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第８回チャリティーウォークに参加して

　３月３０日（土）、私にとっては≪第５回美濃路の熱田神宮か

ら本町通「伝馬会所・札の辻」（基点）≫に次いで「名古屋宿五

條橋から清洲宿五條橋」への参加は２回目の「チャリティーウォー

ク」でした。名古屋地区ワイズメンクラブ主催・名古屋Ｙ協力で、

≪下見７回、内２回は往復歩かれた≫長谷川和宏実行委員長はじ

め委員とスタッフ太田真由さん方の準備と本番、その様子が中部

ホームページに掲載されています。

９時半五条橋西に集合し、長谷川委員長の経過説明、注意事項な

ど挨拶後、見送り参加に駆けつけた河部ワイズ撮影の集合写真に

朝日新聞告知で参加された家族方と納まり、うす曇りのもと一同

颯爽と出発しました。「なごや小学校」、浅間町の「Ｙ日本語学

院」、桶狭間の戦いに出陣する信長が戦勝祈願した榎権現「白山

神社」、枇杷島橋、街道沿いの古い屋並み（凧屋や落語会場も）、「新

川ポケットパーク」（決壊災害）、試飲イベント中の「清洲桜醸造」、

多くの「神社仏閣」等など見たり、８ｋｍを３～４時間のウォー

クでした。帰路は委員さん方と３人で「清洲古城跡公園」。「五条

川桜」花見客用堤防模擬店で昼食後、清洲城で展望。長い一日の

旅が印象強く与えられました。

今回のチャリティーウォークの参加者は、３０名。参加費

２３，０００円（寄付金含む）を全国のＹＭＣＡが行う、大震災、

大規模災害復興支援活動に寄付します。

（相馬　静香）

トライアングル DBC 交流報告

　４月 24日（水）から 25日（木）にかけて和歌山紀の川クラ

ブと熱海グローリークラブと名古屋クラブのトライアングルＤＢ

Ｃの交流会が開かれ、名古屋クラブからは、深谷会長、義井・相

馬・河部ワイズと私、谷川が参加してきました。開始時間が、午

後６時半なのに、どういう訳か　午後３時とか、４時開始といっ

た案内がメールで流れたので、随分と早くに１日目の合同例会の

会場であるＫＫＲホテル熱海に到着、チェックインを済ませ、最

上階に据えられた温泉に浸かり、久しぶりにゆっくりと疲れを癒

して浴衣姿で例会に臨んだのは河部ワイズと私でした。

　紀の川クラブからは、金城ワイズのほか、大谷ご夫妻と山本絹

代さんの４名が参加、平日ということもあってか顔なじみの面々

は少なかったのですが、金城ワイズと久しくお話ができたのは嬉

しかったですね。

　グローリークラブでは、地方選を終えたばかりの議員メンバー

も含めて、14名の方が参加、おみやげ交換、誕生日・結婚記念

日祝といった恒例のプログラムは、“ああ、ここは熱海だ”と３

年前の合同例会を思い出したりしました。例会・懇親会後はホテ

ル内で２次会、カラオケにも興じました。

　翌日のバスツアーは、名古屋クラブからは相馬・河部ワイズの

みの参加、総勢１５名程と少なめでしたが、貸し切りバスをチャー

ター、ホテル宿泊代金を含めて１万６千円の参加登録費です。多

分、熱海グローリークラブが相当な額を負担されていると思われ、

申し訳ないなと思う気持ちと、さすが　故竹内ワイズご存命の時

から培われた伝統が今も生きていることを実感した交流会でした。

次年度は、和歌山紀の川クラブがホストです。たくさんのメンバー

で参加しましょうね。� （谷川　修）

開催案内

ＣＳ事業（潮干狩り）

日　時：２０１９年５月１８日（土）　９時００分～　　　　場　所：矢梨海岸
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　会費は月額7,000円、年額84,000円です。特別メネット会員は年額24,000円です）できるだけ6ヶ
月分42,000円を7月と1月に納入してくださるよう、お願いします。（3ヶ月分ずつ納入される方
は7月、10月、1月、4月に納入して下さい）
ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より
会費納入
のお願い

『婦人たちが恐れて地に顔を伏せると、二人は言った。「なぜ、
生きておられる方を死者の中に捜すのか。あの方は、ここには
おられない。復活なさったのだ。まだガリラヤにおられたころ、
お話になったことを思い出しなさい。』

ルカによる福音書２４章５～６節

西　村　　清

　先月も取り上げましたが、いよいよ平成という元号がお

わり、令和に代わりました。多くの日本人には大変な出来

事として受け止められているのではないでしょうか。

　実は今年の４月２１日は世界のクリスチャンにとっては

大変大きな出来事としてのイースターでした。復活祭と言

います。クリスマスは今や日本でも一つの習俗としての「お

祭り騒ぎ」の日になっています。お寺の幼稚園や保育園で

も習俗としての「お祭」楽しむようになってきています。

このクリスマスに比べて、イースターはあまり知られてい

ません。イエス・キリストの死人からの甦りを祝い、喜ぶ

日とされているのです。わたしたち日本人は「死人からの

甦り」などとても信じられないと思い込んでいます。目に

見えるものしか信じないと思っているのです。科学的合理

主義者というわけです。でも最近、宇宙のはてというか人

間の頭ではとても理解できないほどの距離に、ブラックホ

ールがあり、光さえ飲み込む星の映像を捕えられたとして

新聞に紹介されていました。５５００万光年先にあるブラ

ックホールとありました。でも考えてみますと、光が一年

かけてとどく距離を想像できますか。まして５５００万光

年と言いますから想像する無理です。それでもわれわれ人

間は《科学的》に実証されたと信じてしまいます。

　しかしイースターはどうでしょうか。イエス・キリスト

が十字架に架けられ、殺された。そして３日目に甦ると言

われていたように甦られた。その結果、恐れおののいてい

た弟子たちが、甦られた主イエスの力を受けて、今度は死

を恐れず、大胆にキリストを宣べ伝え始めたのです。「死

んだ、死んだままだ」とニーチェは語っていますが、そこ

からは虚無しか生まれません。復活の主の力を受けて、地

中海の小さな地域、パレスティナで始まったキリスト教が

歴史を越えて、全世界に広まったと言えます。

　　メネット
	２４日　西村　牧子さん

　　メン
７日　谷川　　修君　
２４日　義井裕子さん
３０日　鈴木　　学君

YMCA ニュース

5 月になり、夏プログラムの準備が始まっています。日本

語学校も春から大勢の新入生を迎え入れています。

GWに伴い、2019 年 4 月 28 日（日）～ 5月 6日（月）

は全館休館となります。

YMCA　5 月の予定
5/3（金）～ 5/5（日）キャンプ実技トレーニング　

　　場所：日和田高原キャンプ場

5/19（日）中部ウォーカソン　

　　場所：愛・地球博記念公園　時間：10：00-15：00

河部　薫君	 156pt

塩田　保君	 42pt

切手


